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看護学部の教育方針

教育目的

　人間の生命や生活の質を真に理解できる感性豊かな人間性とともに、生命の尊厳と人権の尊

重を基盤にした倫理観を備え、人々の健康問題の解決に向けて、保健・医療・福祉を統合した

看護を実践できる能力の育成をめざす。さらにアート＝技を駆使し専門職として、看護学の発

展に自律的・創造的に探求できる人材を育成する。

【教育目標】

（1）　 人間に対する豊かな感性と深い関心をもち、生命の尊厳に基づく倫理観を培い人間を尊

重する態度を養う。

（2）　 個人や集団の健康問題を的確に判断し、生活の質の向上を目指した看護を創造的に実践

できる能力を養う。

（3）　 看護専門職としての社会的責任を自覚し、他領域の専門職と連携・協力・調整して問題

解決するためのリーダーシップを発揮する能力を養う。

（4）　 看護の実践・教育・研究の発展に資することのできる能力を養う。

アドミッションポリシー

１．人間の生命と健康に関心を持ち、社会に貢献したいという意欲のある人

２．豊かな感性と誠実な心で、人と接することのできる人

３． 科学的思考を身につけ、看護専門職として、心と体のトータルケアを学ぶ意欲のある人

４．幅広く学問を学ぼうとする、向上心・探求心・創造性を持っている人

カリキュラムポリシー

　教育研究上の目的である「看護・保健の職務の実践に必要な知識、技術及び能力と幅広い教

養を修得し、看護・保健・医療の向上に寄与する人材を育成すること」を達成するために、「基

礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」に区分し、それぞれの教育が有機的に連携し、体系的に

学習できるように編成する。

（1）　 「基礎分野」は、将来看護職として活躍していく上で、その基盤となる人間や社会、文

化に対する知識と技能を修得し、人間形成の根幹となる主体的な自己を確立し、豊かな

人間性の涵養とさまざまな看護の場面に適応できる幅広い思考力・判断能力の基礎を培

い多様な視点を得ることを目的とする科目群を設定する。特に芸術に関する科目を多く



取り入れる。また、看護と言葉では、国際理解をするために、外国語によるコミュニケー

ション能力を養う科目を設定する。

（2）　 「専門基礎分野」は、専門分野を学ぶための基礎と位置づけし、看護をダイナミックに、

かつ多面的に捉える基礎的な能力を育成するために、人間の健康と環境と関係を理解する

科目群を設定する。特に、生命の尊重や生命倫理について考える科目や、人体を系統立て

て理解し、健康・疾病に関する理解に基づいた観察力、判断能力を培うとともに、情報や

人々の社会資源活用に関するセルフケア能力を高めるために必要な知識、地域における関

係機関などとの調整能力を発揮するための基礎となる科目群を設定する。また、癒しと芸

術について、人間の内なる自然力を回復させるアートの可能性について学ぶ科目を設定す

る。

（3）　 「専門分野」は、＜看護の基盤となる領域＞＜看護を発展させる領域＞＜看護を応用する

領域＞＜看護の技を習得する領域＞とし、看護の対象となる人々を理解し、必要な看護を

科学的根拠に基づいて創造し、実践するための科目群を設定する。また、「看護を応用する

領域」では、将来看護の指導者や管理者、リーダーとして活躍するための基礎を培う科目

を設定する。また、芸術の持つ癒しやアートを看護に応用する科目や、癒しや創造性を養

う科目を設定する。

ディプロマポリシー

１． 幅広い教養を身につけ、豊かな人間性と倫理観を備え、十分なコミュニケーション能力を有

していると認められること。

２．看護師としての十分な専門的知識や技術・技能を有すると認められること。

３． 医療現場において常に自己研鑚に努める姿勢とともに、地域住民の健康生活を支援する能力・

意欲を有していると認められること。



シラバスについて

　シラバスは学生に単位取得のための履修科目選択の情報を提供する履修科目一覧としての役割

と、履修する個々の授業科目について科目の目標、授業内容などの授業計画を示すとともに、学

生の教室外における予習などについての指示を与える役割があります。

　大学では、単位制をとっており、１単位は、①教員が教室などで授業を行う時間、②学生が事

前・事後に教室外において予習・復習を行う時間の合計で45時間の学修を要する教育内容をもっ

て構成されています。（大学設置基準第21条）

授業方法 授業時間 教室外学習

講義・演習 15～30時間 30～15時間

実験・実習 30～45時間 15時間

　科目の単位を取得するには、授業科目は、授業回数の3分の2以上出席していなければ受験資格

が得られません。実習科目は5分の4以上の出席が無ければ単位取得資格が得られません。「Student 

Guide Book 2016」の履修方法にも目を通して受験資格、単位取得に必要な条件を確認してくださ

い。

　皆さんは、自分の将来に向け目標を掲げていることでしょう。それぞれの進路に合わせ、履修

計画を立てる上で、シラバスを十分に活用してください。

　　2016年４月１日

宝塚大学

看護学部



2016年度（平成28年度）学年暦
宝塚大学　看護学部（大阪梅田キャンパス）

日 月 火 水 木 金 土 備　　　考 日 月 火 水 木 金 土 備　　　考

Ｈ
28
・
４
月

1 2 4/1･2･4　 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ･ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ･前期履
修登録（4/5まで）

4/5　入学式
4/6　前期授業開始
4/11～4/13　履修登録修正期間 10

月

1 10/3～5　履修登録修正期間
領域別実習（10月～3月）
10/8･9　宝翔祭･10/8　特別休業日
10/10　平常授業実施

3 4 5 6 7 8 9 2 3 4 5 6 7 (8)

10 11 12 13 14 15 16 9 10 11 12 13 14 15

17 18 19 20 21 22 23 16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29 30 4/29　平常授業実施 23 24 25 26 27 28 29

30 31

５
月

1 (2) 3 4 5 6 7 5/2㈪　創立記念日振替休業日

11
月

1 2 3 4 5 11/3　平常授業実施

8 9 10 11 12 13 14 領域別実習（5月～7月） 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 5/23㈪　創立記念日（5/2に振替） 20 21 22 23 24 25 26 11/23　平常授業実施

29 30 31 27 28 29 30

６
月

1 2 3 4

12
月

1 2 3

5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 30 25 26 27 (28) (29) (30) (31) 年末年始休業（12/28～1/5）

７
月

1 2 総合実習（7月～8月･2週間）

Ｈ
29
・
１
月

1 2 (3) (4) (5) 6 7

3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14

10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21 1/21･24･25　補講期間
1/24･25　4年次生定期試験
1/23　後期授業終了
1/26～2/1　後期定期試験
1/28･1/31～2/3･2/6　宝塚キャンパス
     後期定期試験及び補講期間

17 18 19 20 21 22 23 7/18　平常授業実施
7/22･23･27　補講期間
7/26　前期授業終了
7/28～8/3　前期定期試験
7/28～8/3　宝塚キャンパス前期定期試験及び補講期間

22 23 24 25 26 27 28

24 25 26 27 28 29 30 29 30 31

31

８
月

1 2 3 4 5 6 8/4～8/10及び8/22～8/27宝塚キャンパス集中講義

Ｈ
29
・
２
月

1 2 3 4 2/2･3　4年次生　追･再試験

7 8 9 10 11 (12) (13) 5 6 7 8 9 10 11

14 (15) (16) (17) 18 19 20 夏季休業（8/12～17） 12 13 14 15 16 17 18 2/13～2/15　1･2年次生　追･再試験

21 22 23 24 25 26 27 8/19～8/23　前期追再試験 19 20 21 22 23 24 25 2/17～3/13　基礎看護学実習Ⅱ
　　　　　（2年次生）28 29 30 31 8/29～9/9　基礎看護学実習Ⅰ（1年次生） 26 27 28

９
月

1 2 3

Ｈ
29
・
３
月

1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 10 5 6 7 8 9 10 11 3/11　学位記授与式（予定）

11 12 13 14 15 16 17 12 13 14 15 16 17 18

18 19 20 21 22 23 24 9/21　9月卒業者学位記授与式（予定）
9/23　後期ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ･後期履修登録（9/27まで）
9/24　後期授業開始

19 20 21 22 23 24 25

25 26 27 28 29 30 26 27 28 29 30 31

…授業日 印 …日曜・祝祭日（休業日）

…定期試験

曜日別の授業回数

日 月 火 水 木 金 土

前期 15 15 15 15 15 15

後期 15 15 15 15 15 15



卒業要件

　本学を卒業するためには４年以上在学し、下記の単位を取得しなければならない。

科目ナンバリングについて
　体系的履修の指針となるように、全ての授業科目にアルファベットと5桁の数字からなる科目ナンバー
を付番しています。科目ナンバーは以下の規則によって付番されています。

科目領域 レベル 科目形式 科目番号（連番）

KGE=基礎分野
KSB=専門基礎分野
KSP=専門分野 ＋

1=1年次レベル
2=2年次レベル
3=3年次レベル
4=4年次レベル

＋

1=必修
2=選択必修
3=選択 ＋

1=講義
2=講義･演習
3=演習
4=実習

＋

01～99

看護学部
看護学科

2012年度以降入学生

基 礎 分 野　　　28単位　以上
専門基礎分野　　　29単位　以上
専 門 分 野　　　71単位　以上

　　　　　　  計　128単位　以上

2011年度入学生

基 礎 分 野　　　24単位　以上
専門基礎分野　　　29単位　以上
専 門 分 野　　　73単位　以上
全分野(選択科目)　　　  2単位　以上

　　　　　　  計　128単位　以上



看護学部　看護学科　教育課程　【2012 年度以降入学生】
区分 授業科目 科目ナンバー 配当年次

単位数 時間数 備考
必修 選択 必修 選択 卒業要件

基
　
礎

　
分

　
野

人
間
と
科
学

生きた人間学 KGE11101 1 後 2 30

必修6単位

選択10単位
以上

※選択必修
科目群より
選択する
ことも可

必修14単位
選択必修4単位以上
選択10単位以上

合計28単位以上

統計学入門 KGE11201 1 後 2 30
論理の世界 KGE13101 1 前 2 30
心理学への招待 KGE13102 1 前 2 30
情報心理学 KGE13103 1 前 2 30
ヒトと生物学 KGE11102 1 前 2 30
環境と生態 KGE13104 1 前 2 30
化学 KGE13105 1 前 2 30

人
間
と
社
会

人間関係概論 KGE13106 1 前 2 30

―

教育学概論 KGE23101 2 前 2 30
発達心理学 KGE23102 2 前 2 30
ジェンダー論 KGE23103 2 後 2 30
情報化と社会 KGE13107 1 前 2 30
民俗学 KGE23104 2 後 2 30
メディア社会学 KGE13108 1 後 2 30
医療ジャーナリズム論 KGE23105 2 前 2 30
ヘルスケア・マーケティング KGE13109 1 前 2 30
生活の中の法律 KGE13110 1 前 2 30

人
間
と
文
化

文芸論 KGE13111 1 後 2 30

必修2単位

文章表現法Ⅰ KGE11103 1 前 2 30
文章表現法Ⅱ KGE33101 3 前 2 30
ファッションアートサーヴェイ KGE13112 1 前 2 30
マスコミと報道 KGE13113 1 前 2 30
西洋美術の源流 KGE13114 1 前 2 30
伝統芸術表現研究Ⅰ（茶道と香道の理論と表現）KGE12201 1 前 2 30

選択必修
2単位伝統芸術表現研究Ⅱ（生け花の理論と表現） KGE12202 1 前 2 30

伝統芸術表現研究Ⅲ（書芸術の理論と表現） KGE12203 1 前 2 30

人
間
と
語
学

英語Ⅰ（Reading1） KGE11301 1 通 2 60
必修6単位英語Ⅱ（Writing1） KGE21301 2 通 2 60

英会話Ⅰ（Listening&Speaking1） KGE11302 1 通 2 60
英会話Ⅱ（Listening&Speaking2） KGE22301 2 通 2 60

選択必修
2単位

英語Ⅲ（Reading2） KGE22302 2 通 2 60
英語Ⅳ（Writing2） KGE22303 2 通 2 60
フランス語Ⅰ KGE12301 1 通 2 60
フランス語Ⅱ KGE22304 2 通 2 60
中国語会話Ⅰ KGE12302 1 通 2 60
中国語会話Ⅱ KGE22305 2 通 2 60
ビジネス中国語 KGE12303 1 通 2 60
イタリア語Ⅰ KGE12304 1 通 2 60
イタリア語Ⅱ KGE22306 2 通 2 60
ドイツ語Ⅰ KGE12305 1 通 2 60
ドイツ語Ⅱ KGE22307 2 通 2 60

専
　
門

　
基

　
礎

　
分

　
野

人
間
の
理
解

医療概論（生命倫理） KSB11101 1 後 2 30

必修6単位

選択6単位
以上

必修23単位
選択6単位以上

合計29単位以上

医療行動科学 KSB13101 1 後 2 30
生涯教育論 KSB23101 ２後 2 30
癒しと芸術 KSB21101 2 前 2 30
栄養と健康 KSB11102 1 後 2 30

健
康
と
疾
病
の
理
解

人体構造機能論Ⅰ（人体の構造と機能） KSB11103 1 前 2 60

必修14単位

人体構造機能論Ⅱ（人体の機能と生理） KSB11104 1 後 1 30
病態治療学Ⅰ（総論と主な疾患） KSB11105 1 後 1 30
病態治療学Ⅱ（内科系） KSB11106 １後 2前 2 60
病態治療学Ⅲ（外科系） KSB21102 2 前 1 30
生化学 KSB11107 1 後 1 30
薬理学 KSB21103 2 前 1 30
感染と免疫 KSB11108 1 後 1 30
疫学 KSB21104 2 後 2 30
医療と情報（保健統計） KSB31201 3 前 2 30
運動と健康 KSB33201 3 前 2 30

関
係
の
発
展

情報処理Ⅰ（入門編） KSB11201 1 前 1 30

必修3単位

情報処理Ⅱ（応用編） KSB13201 1 後 1 30
福祉情報技術 KSB23201 2 前 2 30
医療と経済 KSB33101 3 前 2 30
カウンセリング KSB23102 2 前 1 30
社会保障と福祉 KSB21105 2 後 2 30

通＝通年科目



看護学部　看護学科　教育課程　【2012 年度以降入学生】
区分 授業科目 科目ナンバー 配当年次

単位数 時間数 備考
必修 選択 必修 選択 卒業要件

専
　
門

　
分

　
野

看
護
の
基
礎
と
な
る
領
域

基礎看護学Ⅰ（概論） KSP11101 1 前 1 30

必修8単位

―

必修63単位
選択必修8単位以上

合計71単位以上

基礎看護学Ⅱ（コミュニケーション技術） KSP11201 1 前 1 30
基礎看護学Ⅲ（健康教育） KSP21201 2 後 1 30
基礎看護学Ⅳ -1（基礎看護技術） KSP11202 1 前 1 30
基礎看護学Ⅳ -2（基礎看護技術） KSP11203 1 後 2 60
基礎看護学Ⅴ（フィジカルアセスメント） KSP21202 2 前 1 30
基礎看護学Ⅵ（看護過程） KSP21203 2 前 1 30

看
護
を
発
展
さ
せ
る
領
域

成人看護学Ⅰ（概論） KSP11102 1 後 1 30

必修26単位

成人看護学Ⅱ（急性期・回復期援助論） KSP21204 2 後 2 60
成人看護学Ⅲ（慢性期・終末期援助論） KSP21205 2 後 1 30
成人看護学Ⅳ（援助方法論） KSP31301 3 前 2 60
老年看護学Ⅰ（概論） KSP21101 2 前 1 30
老年看護学Ⅱ（疾病と障害） KSP21102 2 後 1 15
老年看護学Ⅲ（理論とアセスメント） KSP21206 2 前 1 30
老年看護学Ⅳ（症状とケアプラン） KSP31201 3 前 1 30
小児看護学Ⅰ（概論と保健） KSP21103 2 前 1 30
小児看護学Ⅱ（主な疾患と看護） KSP21104 2 後 1 15
小児看護学Ⅲ（健康障害のある小児と家族への援助）KSP21207 2 後 1 30
小児看護学Ⅳ（小児のアセスメントとケア論）KSP31302 3 前 1 30
母性看護学Ⅰ（概論） KSP21105 2 前 1 30
母性看護学Ⅱ（女性生殖・周産期医療） KSP21106 2 後 1 15
母性看護学Ⅲ（周産期アセスメント） KSP21208 2 後 1 30
母性看護学Ⅳ（周産期ケアマネジメント） KSP31202 3 前 1 30
精神看護学Ⅰ（精神保健） KSP21107 2 前 1 30
精神看護学Ⅱ（主な精神疾患と精神症状） KSP21108 2 後 1 15
精神看護学Ⅲ（施設における援助） KSP21209 2 後 1 30
精神看護学Ⅳ（地域における援助） KSP31101 3 前 1 30
在宅看護論Ⅰ（概論） KSP21109 2 前 1 15
在宅看護論Ⅱ（訪問看護の展開方法） KSP21210 2 後 1 15
在宅看護論Ⅲ（在宅ケアの演習） KSP31303 3 前 1 30
在宅看護論Ⅳ（地域ネットワーク論） KSP31203 3 前 1 30

看
護
を
応
用
す
る
領
域

看護と芸術Ⅰ - ①（絵画療法） KSP32201 3 前 2 30

選択必修
4単位以上

看護と芸術Ⅰ - ②（音楽療法） KSP32202 3 前 2 30
看護と芸術Ⅰ - ③（笑い療法） KSP32203 3 前 2 30
看護と芸術Ⅰ - ④（セラピーメイク） KSP32204 3 前 2 30
看護と芸術Ⅰ - ⑤（陶芸療法） KSP32205 3 前 2 30
看護と芸術Ⅱ（治療環境とアメニティ） KSP41101 4 後 2 30 必修2単位
看護教育学 KSP42101 4 後 1 15

必修1単位

選択必修
4単位以上

海外看護活動論 KSP42102 4 後 2 30
看護マネジメント学Ⅰ（リスクマネジメント）KSP31102 3 前 1 30
看護マネジメント学Ⅱ（看護管理） KSP42103 4 後 2 30
地域リハビリテーション論 KSP32101 3 前 2 30
移植コーディネーション論 KSP42104 4 後 2 30
看護研究の方法 KSP31204 3 前 1 30 必修3単位看護の探究（看護の統合） KSP41201 4 後 2 60

看
護
の
技
を
修
得
す
る
領
域

基礎看護学実習Ⅰ（対象理解） KSP11401 1 前 1 45

必修23単位

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程） KSP21401 2 後 2 90
成人看護学実習Ⅰ（急性期・回復期） KSP31401 3後 4前 3 135
成人看護学実習Ⅱ（慢性期・終末期） KSP31402 3後 4前 3 135
老年看護学実習 KSP31403 3後 4前 4 180
小児看護学実習 KSP31404 3後 4前 2 90
母性看護学実習 KSP31405 3後 4前 2 90
精神看護学実習 KSP31406 3後 4前 2 90
在宅看護論実習 KSP31407 3後 4前 2 90
総合実習 KSP41401 4 前 2 90



区分 授業科目 科目ナンバー 配当年次
単位数 時間数 備考
必修 選択 必修 選択 卒業要件

基
　
礎

　
分

　
野

人
間
と
科
学

生きた人間学 KGE11101 1 後 2 30

必修6単位

選択6単位
以上

※選択必修
科目群より
選択する
ことも可

必修14単位
選択必修4単位以上
選択6単位以上

合計24単位以上

統計学入門 KGE11201 1 後 2 30
論理の世界 KGE13101 1 前 2 30
心理学への招待 KGE13102 1 前 2 30
情報心理学 KGE13103 1 前 2 30
ヒトと生物学 KGE11102 1 前 2 30
環境と生態 KGE13104 1 前 2 30
化学 KGE13105 1 前 2 30

人
間
と
社
会

人間関係概論 KGE13106 1 前 2 30

―

教育学概論 KGE23101 2 前 2 30
発達心理学 KGE23102 2 前 2 30
ジェンダー論 KGE23103 2 後 2 30
情報化と社会 KGE13107 1 前 2 30
民俗学 KGE23104 2 後 2 30
メディア社会学 KGE13108 1 後 2 30
医療ジャーナリズム論 KGE23105 2 前 2 30
ヘルスケア・マーケティング KGE13109 1 前 2 30
ユニバーサルコンピュータシステムデザインⅠ KGE23201 2 後 2 60
ユニバーサルコンピュータシステムデザインⅡ KGE33201 3 前 2 60
生活の中の法律 KGE13110 1 前 2 30

人
間
と
文
化

文芸論 KGE13111 1 後 2 30

必修2単位
文章表現法 KGE11104 1 前 2 30
ファッションアートサーヴェイ KGE13112 1 前 2 30
マスコミと報道 KGE13113 1 前 2 30
西洋美術の源流 KGE13114 1 前 2 30
伝統芸術表現研究Ⅰ（茶道と香道の理論と表現）KGE12201 1 前 2 30

選択必修
2単位伝統芸術表現研究Ⅱ（生け花の理論と表現） KGE12202 1 前 2 30

伝統芸術表現研究Ⅲ（書芸術の理論と表現） KGE12203 1 前 2 30

人
間
と
語
学

英語Ⅰ（Reading1） KGE11301 1 通 2 60
必修6単位英語Ⅱ（Writing1） KGE21301 2 通 2 60

英会話Ⅰ（Listening&Speaking1） KGE11302 1 通 2 60
英会話Ⅱ（Listening&Speaking2） KGE22301 2 通 2 60

選択必修
2単位

英語Ⅲ（Reading2） KGE22302 2 通 2 60
英語Ⅳ（Writing2） KGE22303 2 通 2 60
フランス語Ⅰ KGE12301 1 通 2 60
フランス語Ⅱ KGE22304 2 通 2 60
中国語会話Ⅰ KGE12302 1 通 2 60
中国語会話Ⅱ KGE22305 2 通 2 60
ビジネス中国語 KGE12303 1 通 2 60
イタリア語Ⅰ KGE12304 1 通 2 60
イタリア語Ⅱ KGE22306 2 通 2 60
ドイツ語Ⅰ KGE12305 1 通 2 60
ドイツ語Ⅱ KGE22307 2 通 2 60

専
　
門

　
基

　
礎

　
分

　
野

人
間
の
理
解

医療概論（生命倫理） KSB11101 1 後 2 30

必修6単位

選択2単位
以上

必修27単位
選択2単位以上

合計29単位以上

医療行動科学 KSB13101 1 後 2 30
生涯教育論 KSB23101 4 後 2 30
癒しと芸術 KSB21101 2 前 2 30
栄養と健康 KSB11102 1 後 2 30

健
康
と
疾
病
の
理
解

人体構造機能論Ⅰ（人体の構造と機能） KSB11103 1 通 2 60

必修16単位

人体構造機能論Ⅱ（人体の機能と生理） KSB11104 1 前 1 30
病態治療学Ⅰ（総論と主な疾患） KSB11105 1 後 1 30
病態治療学Ⅱ（内科系） KSB11106 2 前 2 60
病態治療学Ⅲ（外科系） KSB21102 2 前 1 30
生化学 KSB11107 1 後 1 30
薬理学 KSB21103 2 前 1 30
感染と免疫 KSB11108 1 後 1 30
疫学 KSB21104 2 後 2 30
医療と情報（保健統計） KSB31201 3 前 2 30
健康管理論 KSB31101 3 前 2 30

関
係
の
発
展

情報処理Ⅰ（入門編） KSB11201 1 前 1 30

必修5単位

情報処理Ⅱ（応用編） KSB13201 1 後 1 30
福祉情報技術 KSB23201 2 前 2 30
医療と経済 KSB33101 3 前 2 30
カウンセリング KSB23102 2 前 1 30
社会保障と福祉 KSB21105 2 後 2 30
保健福祉行政論 KSB31202 3 前 2 30

＊全分野より選択科目 2単位以上の履修が必要

看護学部　看護学科　教育課程　【2011 年度入学生】



看護学部　看護学科　教育課程　【2011 年度入学生】
区分 授業科目 科目ナンバー 配当年次

単位数 時間数 備考
必修 選択 必修 選択 卒業要件

専
　
門

　
分

　
野

看
護
の
基
礎
と
な
る
領
域

基礎看護学Ⅰ（概論） KSP11101 1 前 1 30

必修8単位

―

必修69単位
選択必修4単位以上

合計73単位以上

（保健師課程選択者）
必修69単位
選択必修8単位以上

合計77単位以上

基礎看護学Ⅱ（コミュニケーション技術） KSP11201 1 前 1 30
基礎看護学Ⅲ（健康教育） KSP21201 2 後 1 30
基礎看護学Ⅳ -1（基礎看護技術） KSP11202 1 前 1 30
基礎看護学Ⅳ -2（基礎看護技術） KSP11203 1 後 2 60
基礎看護学Ⅴ（フィジカルアセスメント） KSP21202 2 前 1 30
基礎看護学Ⅵ（看護過程） KSP21203 2 前 1 30

看
護
を
発
展
さ
せ
る
領
域

成人看護学Ⅰ（概論） KSP11102 1 後 1 30

必修32単位

成人看護学Ⅱ（急性期・回復期援助論） KSP21204 2 後 2 60
成人看護学Ⅲ（慢性期・終末期援助論） KSP21205 2 後 1 30
成人看護学Ⅳ（援助方法論） KSP31301 3 前 2 60
老年看護学Ⅰ（概論） KSP21101 2 前 1 30
老年看護学Ⅱ（疾病と障害） KSP21102 2 後 1 15
老年看護学Ⅲ（理論とアセスメント） KSP21206 2 前 1 30
老年看護学Ⅳ（症状とケアプラン） KSP31201 3 前 1 30
小児看護学Ⅰ（概論と保健） KSP21103 2 前 1 30
小児看護学Ⅱ（主な疾患と看護） KSP21104 2 後 1 15
小児看護学Ⅲ（健康障害のある小児と家族への援助）KSP21207 2 後 1 30
小児看護学Ⅳ（小児のアセスメントとケア論）KSP31302 3 前 1 30
母性看護学Ⅰ（概論） KSP21105 2 前 1 30
母性看護学Ⅱ（女性生殖・周産期医療） KSP21106 2 後 1 15
母性看護学Ⅲ（周産期アセスメント） KSP21208 2 後 1 30
母性看護学Ⅳ（周産期ケアマネジメント） KSP31202 3 前 1 30
精神看護学Ⅰ（精神保健） KSP21107 2 前 1 30
精神看護学Ⅱ（主な精神疾患と精神症状） KSP21108 2 後 1 15
精神看護学Ⅲ（施設における援助） KSP21209 2 後 1 30
精神看護学Ⅳ（地域における援助） KSP31101 3 前 1 30
地域看護学Ⅰ（概論） KSP21110 2 前 2 30
地域看護学Ⅱ（保健活動論） KSP21211 2 前 2 60
地域看護学Ⅲ（在宅看護） KSP21301 2 後 2 30
地域看護学Ⅳ（学校・産業保健） KSP31103 3 前 2 30
地域看護学Ⅴ（地域ケアシステム論） KSP31104 3 前 2 60

看
護
を
応
用
す
る
領
域

看護と芸術Ⅰ - ①（絵画療法） KSP32201 3 前 2 30
選択必修
2単位以上看護と芸術Ⅰ - ②（音楽療法） KSP32202 3 前 2 30

看護と芸術Ⅰ - ③（笑い療法） KSP32203 3 前 2 30
看護と芸術Ⅱ（治療環境とアメニティ） KSP41101 4 後 2 30 必修2単位
看護教育学 KSP42101 4 後 1 15

必修1単位
選択必修
2単位以上

国際看護 KSP42105 4 後 1 15
看護マネジメント学Ⅰ（リスクマネジメント）KSP31102 3 前 1 15
看護マネジメント学Ⅱ（看護管理） KSP42103 4 後 1 15
地域リハビリテーション論 KSP32101 3 前 1 30
移植コーディネーション論 KSP42104 4 後 1 30
看護研究の方法 KSP31204 3 前 1 30 必修3単位看護の探究（看護の統合） KSP41201 4 後 2 60

看
護
の
技
を
修
得
す
る
領
域

基礎看護学実習Ⅰ（対象理解） KSP11401 1 後 1 45

必修19単位

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程） KSP21401 2 前 2 90
成人看護学実習Ⅰ（急性期・回復期） KSP31401 3後 4前 3 135
成人看護学実習Ⅱ（慢性期・終末期） KSP31402 3後 4前 3 135
老年看護学実習 KSP31403 3後 4前 4 180
小児看護学実習 KSP31404 3後 4前 2 90
母性看護学実習 KSP31405 3後 4前 2 90
精神看護学実習 KSP31406 3後 4前 2 90
地域看護学実習　※保健師課程選択者のみ履修可 KSP42401 4 前 4 180 選択必修4単位
在宅看護実習 KSP31408 3後 4前 2 90 必修4単位総合実習 KSP41401 4 前 2 90

＊全分野より選択科目 2単位以上の履修が必要



授  業  科  目
授業要項と授業内容

凡　　例

2016年度（平成28年度）のシラバスは次の原則にしたがって編集さ

れています。

１．授業科目は以下の分野に分かれています。

               Ⅰ．基礎分野

               Ⅱ．専門基礎分野

               Ⅲ．専門分野

               Ⅳ．専門分野（臨地実習科目）

２． 各分野においては、１年次履修科目、２年次履修科目、３年次履修科目、

４年次履修科目に分けて配列されています。ただし専門分野においては、

看護学領域に分けて配列されています。

３． 授業科目はセメスター制による前期科目および後期科目、一年を通して

行われる通年科目の２種類に分かれています。
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助産学専攻科
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助産学専攻科の教育方針

教育目的

　人間の生命や生活の質を真に理解できる感性豊かな人間性とともに、生命の尊厳と人権の尊

重を基盤にした倫理観を備え、女性の健康問題の解決に向けたリプロダクティブ・ヘルス/ライ

ツの視点から助産を実践できる能力の育成をめざす。さらにアート＝技を駆使して、助産学の

発展に自律的･創造的に取り組める人材を育成する。

【教育目標】

（1）　 感性豊かな人間性と、専門職者としての倫理観を養う。

（2）　 リプロダクティブ・ヘルス／ライツの視点に立って、女性のライフステージ各期の健康

問題に対応する能力を育成する。

（3）　 人の心の健康と人の心の自由を大切に思い、想像力豊かに様々なライフスタイルの女性

の健康支援を担う能力と技術を養う。

（4）　 母子保健のニーズを助産師として捉え、保健･医療・福祉チ－ムとの連携を図り、地域社

会に貢献できる能力を養う。

（5）　 チーム医療の一員として、自己の役割と責任を自覚し、協働できる力を養う。

（6）　 アート＝技を駆使して、助産学の発展に自律的・創造的に取り組める能力と技術を養う。

アドミッションポリシー

１．感性豊かな人間性と、生命や人権の尊重を基盤にした倫理観を育める素養のある人

２．協調性、責任感があり、自律したパーソナリティを持つ人

３． 助産師として地域社会に貢献する意思を持った人

４．幅広く学問を学ぼうとする向上心・探求心・創造性を持っている人

カリキュラムポリシー

　助産学専攻科におけるカリキュラムは、本学の理念であるアートを駆使した特色あるカリキュ

ラム構成である。助産学基礎領域、助産学関連領域、助産学実践領域の講義・演習は実習施設

との連携により助産師の専門教育を育んでいる。

＜助産学基礎領域＞

（1）　 ウイメンズヘルスの視点を重視した、女性の健康問題を捉えた学び

（2）　 マタニティーヘルスのケアにおける助産実践に必要な知識と技術の学び



（3）　 専門職としての責務と倫理の学び

＜助産学関連領域＞

（1）　 都市型の健康問題・社会問題について、地域に根ざした助産師としての取り組みができる

「アーバンヘルス」の学び

（2）　 乳幼児や家族を対象とした継続ケアが展開できる「アタッチメント・ヨガ、ベビーマッサー

ジ」の学び

（3）　 アート＝技を駆使し、悲しみに向き合う家族に寄り添う援助者としての働きができる学び

＜助産学実践領域＞

（1）　 助産ケアや周産期ハイリスクの母子看護など、育児支援に向けて他職種と連携・協働し専

門性を発揮できる学び

（2）　 リプロダクティブヘルスに関わる支援者として活躍できる学び

（3）　 女性の健康を守るケアの専門職者として自立した行動と責務を遂行できる学び

ディプロマポリシー

　助産学専攻科は看護基礎教育を生かし、大学の理念や教育目的を基盤とした助産の理論や実践

を修得し、専門職者として以下の能力が認められること。

１． グローバルな視点に立ち、時代のニーズに即応できる助産実践能力

２． 他職種と連携・協働し、リーダーシップが取れる自立した母子保健活動の実践能力

３． 専門知識・技術の発展向上を図る為の研究的姿勢、科学的根拠に基づいた助産ケアを探求で

きる能力



シラバスについて

　シラバスは学生に単位取得のための履修科目選択の情報を提供する履修科目一覧としての役割

と、履修する個々の授業科目について科目の目標、授業内容などの授業計画を示すとともに、学

生の教室外における予習などについての指示を与える役割があります。

　大学では、単位制をとっており、１単位は①教員が教室などで授業を行う時間、②学生が事前・

事後に教室外において予習・復習を行う時間の合計で４５時間の学習を要する教育内容をもって

構成されています。（大学設置基準第２１条）

授業方法 授業時間 教室外学習

講義・演習 15～30時間 30～15時間

実験・実習 30～45時間 15時間

　科目の単位を取得するには、授業科目は、授業回数の３分の２以上出席していなければ受験資

格が得られません。実習科目は５分の４以上の出席がなければ単位取得資格が得られません。

「Student Guide Book 2016」の履修方法にも目を通して受験資格、単位取得に必要な条件を確認

してください。

　皆さんは、自分の将来に向け、助産師になるという目標を掲げていることでしょう。目標達成

に向けて、履修計画を立てる上で、シラバスを十分に活用してください。

　　2016年４月１日

宝塚大学

助産学専攻科



2016年度（平成28年度）学年暦
宝塚大学　助産学専攻科（大阪梅田キャンパス）

日 月 火 水 木 金 土 備　　　考 日 月 火 水 木 金 土 備　　　考

Ｈ
28
・
４
月

1 2 4/1～4/4　オリエンテーション
4/5　入学式
4/6　前期授業開始

10
月

1

3 4 5 6 7 8 9 2 3 4 5 6 7 (8)

10 11 12 13 14 15 16 9 10 11 12 13 14 15

17 18 19 20 21 22 23 16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29

30 31

５
月

1 (2) 3 4 5 6 7 5/2　創立記念日振替休業日

11
月

1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 5/23　創立記念日（5/2に振替） 20 21 22 23 24 25 26

29 30 31 27 28 29 30 11/28～12/2（地域母子保健実習）

６
月

1 2 3 4

12
月

1 2 3

5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 30 25 26 27 (28) (29) (30) (31) 年末年始休業（12/28～1/5）

７
月

1 2

Ｈ
29
・
１
月

1 2 (3) (4) (5) 6 7

3 4 5 6 7 8 9 7/4～助産学実習Ⅰ・Ⅲ 8 9 10 11 12 13 14

10 11 12 13 14 15 16 7/18～助産学実習Ⅱ・Ⅲ 15 16 17 18 19 20 21

17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28

24 25 26 27 28 29 30 29 30 31

31

８
月

1 2 3 4 5 6

Ｈ
29
・
２
月

1 2 3 4

7 8 9 10 11 (12) (13) 学校閉館（8/12～8/17） 5 6 7 8 9 10 11 2/中旬　助産師国家試験

14 (15) (16) (17) 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18

21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25

28 29 30 31 26 27 28

９
月

1 2 3

Ｈ
29
・
３
月

1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 10 5 6 7 8 9 10 11 3/11　修了式（予定）

11 12 13 14 15 16 17 12 13 14 15 16 17 18

18 19 20 21 22 23 24 19 20 21 22 23 24 25

25 26 27 28 29 30 26 27 28 29 30 31

…授業日 印 …日曜・祝祭日（休業日）



助産学専攻科の修了要件

　本専攻科を修了するためには、1年以上在学し、下記の単位を取得しなければならない。

助産学専攻科

基礎助産学　　　　　　６単位　以上
助産診断・技術学　　　11単位　以上
助産学実習　　　　　　12単位　以上
助産学実践関連　　　　４単位　以上
　　　　　　　　　 計　33単位　以上

助産学専攻科の教育課程

　助産学専攻科の教育課程は基礎助産学、助産診断・技術学、地域母子保健論、助産管理学、助産学実習、
助産学実践関連の６つの領域から成ります。

　基礎助産学の中には、助産学を学ぶ上での基礎的能力を習得することを目的とした「助産学概論」や「周
産期の生理と病態Ⅰ・Ⅱ」「母子の心理社会学」の科目があります。
　助産診断・技術学は妊娠期から分娩期、産褥期、新生児期までの対象に助産過程を展開する際に必要な
基礎的能力と、判断力、実践能力を習得することを目指して展開する科目です。
　助産学実践関連の中には都市型の健康問題・社会問題について疫学的視点をもって学ぶ「アーバンヘル
ス特論」や周産期のグリーフケアと癒しについて考える「アートとグリーフケア」など本専攻科に特有の
科目があります。また、助産師として提供できる技術として「ベビーマッサージ」や「アタッチメント・
ヨガ」を習得できます。

科目ナンバリングについて
　体系的履修の指針となるように、全ての授業科目にアルファベットと5桁の数字からなる科目ナンバー
を付番しています。科目ナンバーは以下の規則によって付番されています。

科目領域 レベル 科目形式 科目番号（連番）

JSP=専門分野

＋

1=1年次レベル

＋

1=必修
2=選択必修 ＋

1=講義
2=講義･演習
3=演習
4=実習

＋

01～99



助産学専攻科　教育課程
区分 授業科目 科目ナンバー 配当年次 単位数 時間数 修了要件必修 選択

基
礎
助
産
学

助産学概論 JSP11101 1 前期 1 30

必修6単位

周産期の生理と病態Ⅰ JSP11102 1 前期 2 30

周産期の生理と病態Ⅱ JSP11103 1 前期 2 30

母子の心理社会学 JSP11104 1 前期 1 15

助
産
診
断
・
技
術
学

助産診断・技術学Ⅰ JSP11201 1 前期 1 15

必修11単位

助産診断・技術学Ⅱ JSP11202 1 前期 2 30

助産診断・技術学Ⅲ JSP11203 1 前期 1 15

助産診断・技術学Ⅳ JSP11204 1 前期 1 15

助産診断・技術学演習Ⅰ JSP11301 1 前期 2 60

助産診断・技術学演習Ⅱ JSP11205 1 前期 1 30

地
域
母
子

保
健
論

地域母子保健論 JSP11105 1 前期 1 15

助
産
管
理

助産管理学 JSP11106 1 後期 2 30

助
産
学
実
習

助産学実習Ⅰ JSP11401 1 通年 3 135

必修12単位

助産学実習Ⅱ JSP11402 1 通年 6 270

助産学実習Ⅲ JSP11403 1 通年 2 90

地域母子保健実習 JSP11404 1 後期 1 45

助
産
学
実
践
関
連

助産学研究 JSP11107 1 後期 1 30
必修2単位

アーバンヘルス特論 JSP11108 1 後期 1 15

アートとグリーフケア JSP12201 1 後期 1 15

選択必修
2単位以上アタッチメント・ヨガ JSP12202 1 後期 1 30

アタッチメント・ベビーマッサージ JSP12203 1 後期 1 30

修了要件単位数
33単位以上

助産師国家試験受験資格を取得する場合の最低必要単位数



　



授  業  科  目
授業要項と授業内容

凡　　例

2016年度（平成28年度）のシラバスは次の原則にしたがって編集さ

れています。

１．授業科目は以下の分野に分かれています。

               Ⅰ．基礎助産学

               Ⅱ．助産診断・技術学

               Ⅲ．地域母子保健論

               Ⅳ．助産管理

               Ⅴ．助産学実習

               Ⅵ．助産学実践関連

２． 授業科目はセメスター制による前期科目および後期科目、一年を通して

行われる通年科目の２種類に分かれています。
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